









日本 にお け るウィ リア ム ・モ リス
平 田 ・自 一・
大正5年(1916)7月,当 時東京帝国 大学英吉利 文学科 の学生 であ った芥川
龍 之介 は卒 業論文の テーマ にW・ モ リス を採 り上げて提 出 した。題 は 「Young
Morris」。
在学中す でに 「鼻」 な どを発表 し,夏 目漱 石 に高 く評価 されていた 芥川 が,
卒 業 に当 ってモ リスの研究 をテーマ に選 んだ こ とは興味 の ちるこ とで,は た し
て彼 が どの よ うな視点 か らモ リスを とらえよ うとしたの か…… しか し,こ れは
現 在知 るべ くもない。彼 の卒 論は大正12年の大震 災で失 われたといわ れてい る
か らであ る。 東大 の友 人に直接 問 い合 わせ た ところ によれば,断 片 的 な もの
は残 ってい るらしい が芥川 全集 にも収録 で きるほ どの体 をな してお らぬ とい う。
ただ,昭 和10年岩 波版 の芥川龍 之介 全集 第10巻・書簡 集 によれば,大 正4年
12月3日恒 藤恭 あて に"題 はW・MasPoetと いふや うな事 に してPoemsの中
にMorrisの全精神 生活 を辿 って行 か うといふの だが,う ま く行 きさ うもない
…"と ある。 これ によると英吉利 文学専攻 の 芥川 は詩 人モ リスをテー マの中心
にす えて,所 見 を展 開 して行 ったの ではない かと推察 され る。 その後,矢 つ ぎ
早 や に発表 されて行 く芥川 の絢爛 た る文体 にいう どられた王朝 の物語 な ど,数
数 の作品 を想 い合 わせ て見 るとき,彼 はモ リスの美的 生活 をわが身 に なぞ らえ,
単 に一個 の詩 人 と してのみではな く,多 彩 な デ ィレッタ ンテ ィズム とで もい え
る もの を彼の 才気の中 に憧景的世 界 と して描 き出 そ うと していたので はなかろ
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うか とも考 え られ るので あるが,そ の書簡 によるか ぎり英文学 と しての専 門分
野 か らの研 究で あった ら しく想像 されるので ある。
さて,そ れでは一体 いつ ごろか らウィ リアム ・モ リス がわが国 の知 識 人た ち
の識 るところ とな って いたのか。 また,少 くと もその名 を知 ると ころとな って
いたの か。 こ ・に有力 な手 がか りを与 えて くれ る文献 がある。
昭和9年(1934)10月,モ リス生誕100年 を記念 して編集 された 「モ リス記
念 論集 ・神戸 市川瀬 日進堂 書店 ・昭和9年10月10日発行」 がそれで ある。 その
序 に"近 世芸 苑の巨匠 ウィ リアム ・モ リス,世 の光 を見て しよ り茲 に一 百年。
一 モ リスの名 わが国 に伝 え られ てすで に久 しく…同志相謀 り…本 年4月24日 夜,
大阪毎 日新聞社京都支局後援 の もの に,同 局 楼上 に於 いて講演 会 を催 し,越 え
て5月23日 午後,関 西学院 文学会主 催の も とに同学内 に於 いて講演会 と小展 を
開 く。…。 とあ る。講演 者 として新村出,北 野大吉,志 賀勝,寿 岳文章,竹 友
藻風,富 田文雄各氏 の名 があ り,巻 末 に 「日本モ リス文献 目録 ・富 田文雄編,
およびモ リス年表 ・荻野 目博道編」 を収録 。
この書物巻末 の富 田文雄氏編 による文献 目録 がそれで,冒 頭編 者は"… 尚 又
既 に東京 ウィ リア ム ・モ リス研究 会編 の 《総括的 な点 に於て英本 国 に さえ類の
ないモリス書誌 》が完成 されてお り,今 茲 にこれ を公 にす るこ とは屋 上屋 を重 ね
る嫌 ひがないで も無 い…。 と謙遜 してお られるが,内 容 は昭和9年6月 時点 ま
での もの と明記 されつ つ細 大 もら さぬ その収録 ぶ りには感嘆 せ ざる を得 ない。
これ によって明治,大 正 か ら昭和初期 にいた る日本 のモ リス文献 はほぼ網羅 さ
れ るとい って も過 言では なかろ う。 これ を基礎 に戦 中,戦 後 の それ を合 わせつ
つ以 下記述 す るこ とにす る。 ま さしくこれは富 田氏 の言 による"屋 .上屋 。 の そ
の また小屋根 に類 す る作業 であろ うが,こ の際 は文献 目録 の洗 い出 しよ りも,
・ わが国の デザイン,さらには創作 の分野 において も,モ リスが どの よ うに とらえ
られ て きたか をた どるの を目的 とす る ことに したい。
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モ リスの名 が初 めて 日本 において印刷 物 に載 ったの は明治24年であ ろ うとさ
れてい るのは先記富 田氏の 目録 による。明治24年(1891)11月17日出版 「英 文
学史 ・渋 江保著 ・博 文館 」 これ には最近著述 家 と して当時新進詩 人の名 を列 記
した うちの一名 に"ウ ィ リアム ・モ ー リス。 とある とい うの で,1891年とい え
ばモ リス57才,ケ ルム スコ ッ トプレス をハ マ ース ミス に開設 した年で あ る。モ
リスは 当時,友 人エ リスに こ う書 き送 ってい る。"1891年のは じめ,ケ ル ムスコ
ッ トプ レスは実際の作 業 を開始 しま した。は じめの屋 敷す なわ ちケルム スコ ッ
トハ ウスか らほんの数 ヤー ドのハ マース ミスのアパーモ ールの コテー ジがそれ
で,1月 の12日わが所 有 とな りました。校正機 と印刷 機各一 台 を手 に入 れ,こ
こで組 立て ま した。最初 の紙見本 が27日にと どき,最 初 の全ペー ジ試刷 り版 が
組 まれ,31日に印刷 されま した。… 。(TheLifeofWilliamMorrisbyJ.W.
MackailVol』P.253)モリスは,そ の以 前 か らケル ムスコ ヅ トプ レスの名で
印刷 作業 を行 ってはい たが,こ の よ うに正式 に作業 を開始 したのは この年,18
91年からであ る。 これ か らの ち日本 で も話題 にのぼ る 「NewsfromNowhere
一 邦題 ・無可 有郷 通信 あ るいはユ ー トピナだ よ り等(1893)」な どが出版 され て
行 くの であ る。た また まこの年 に 日本 では新進 の詩 人 として,モ リスの名が英
文学 の分野 にと り上 げ られたの で,彼 の印刷 出版 に関す るニ ュー スは,ま だ と
どいてい なか ったの で あろ うか。
その後,明 治25・26年モ リスは社 会主義思想 をもった詩人,ま た社 会主義者
として紹介 されて行 く。 しか し,間 もな く明 治29年(1896)10月3日,モリス
はケ ルム スコ ッ トハ ウスで永眠 す る。62才。
モ リスの死 の知 らせ は,早 々 と日本 に とどいた。 同年 の暮,帝 国文学会発 行
の雑 誌 「帝国 文学」 は その12月号 に筆者B・Sと い う頭文字 に よる追悼 のペー
ジを さいた。富 田氏 によ るとB・Sと は当時 の"島 文次郎博 士 なるべ し。 とあ
る。 ちなみ にこの帝国 文学 とい う雜誌 は明治28年1月 創刊,東 京帝国大 学文科
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関係 の機 関誌 で,夏 目漱石 の 「坊 っ ちゃん」 に登 場す る文学士,赤 シャ ツ先生
が"… 真 赤 な雑誌 を学校へ持 って来 て難 有 さ うに読んでゐ る"そ れで あ る。"老
雁霜 に叫んで歳将 に暮れ なん とす るけふ此 頃,思 ひ きや英国詩壇 の一明星 また
地 に落 っ るの悲報 に接 せん とは。 …。 では じま る文章 によって,や は りこの場
合 は詩本 モ リス としての追悼 文 で ある。文 中た と えば"… 彼 が文壇 外或 は美術
装飾 の製造 に預 り,或 は過去 の宝物保 存 の為,ま た将 来社会民福 の ため種 々の
団体の 中心 とな りて,盡 瘁 せ しところ,其 功績 決 して文 界に於 け るに譲 らざる
を述 ぶ るは到底 今能 くすべ きにあ らねば比篇 には只近着の英国雑誌 を参 考 に し
て彼 が著作 の目録 を示 し……。 とあ り,美 術分野 での活動 な どに も多少ふ れて
はい るが,眼 目はやは り文学者 と しての それであ る。
ただ当時の わが国 にお いて,モ リスの詩 人 と しての業績 は,詩 人 と して専 心
それ に打 ち込 んだ純粋 さとい うワクか らはず れた社 会主義的思想の詩 人 と して
とらえられ一般的 には決 して"一 流"で は なかった とい う評価 があった よ うに
NewsfromNowhereの口絵,初 ページ
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見え る。 たと えば 「国民之友 ・第171号 ・明治25年11月」 に"… 社 会党 の詩 人
モ リスの如 きロウゼ ッチ以下第 二流 の詩人 た りと雖 も… 。 などと出てい るし,
の ちロ ン ドンに留学 した漱石 な どの評価 もほぼ これに類 す るものでは なかった
か と想 われ る。 その もの一途 の純 粋 さが,わ が国 では ことさ ら高 く評価 され る
ので あろ う。
明治30年代 に入 ってモ リスの紹介 は詩 人,そ して社 会主義者,さ らに社会 主
義 詩人,こ の よ うな タイ トルの も とに雑誌 「国民 の友」「太陽」「平 民新聞」 な ど
に掲 載 され,ま た英文学 の専門書 に もと り上 げ られて いる。社 会主義者 として
のモ リスの紹 介 は主 に彼 の未 来社会 を描 いた散 文NewsfromNowhereによっ
てい るもの が多いと思 われ る。 とくに堺 利彦 が明治37年(1904)「理想郷」 と し
て平民 社 か ら出版 した ものは明 らか にこれで,平 民新聞 の第8号 か ら第23号に
わた って連載 された抄 訳 を単行本 と した らしい,と 富 田氏 の註記 があ る。 なお
この初 版 は発禁 とな った とい う添 書 きもあ る。時 ま さに日露戦争最 中の 日本 に
おい て社会革 命後 の耒 来 を想定 したモ リスの理 想郷 は富 国強兵策 の上 に立 って
の るかそるかの大戦争 を演 じてい る当局 の判 断 によ り,危 険 な る思想 とみな さ
れて いたのであ ろう。
明治33年(1900)5月,漱石 夏 目金之助 は文部 省第 一回給費留学 生 と して,
満2ケ 年 イギ リス留学 を命 じられた。 当時,熊 本 の第五高等学校教授 で あった。
目的 は英 語研 究のた め となって いる。 そ して明治33年10月ロ ン ドン着,明 治36
年(1903)1月神 戸 に帰港 す るまで を20世紀初頭 の英 国 です ごす。 当時 パ リで
は1900年を記念す るパ リ万国博 が開催 されてお り,期 間 は4月14日 か ら11月3
日までで あった。 ロ ン ドンまでの途 中,漱 石 はパ リに一週 間ほ ど滞 在 して,こ
の アー ルヌーボ ー末期 をかざる大博 覧会 に足 を運 んだ ので あっ たが,格 別感激
したよ うす もない。"欧州 二来 テ金 ガナ ケ レバー 日モ居 ル気 ニハナ ラズ候 …"と
夫 人宛の手紙 があって,こ の よ うな気分 がロ ン ドン滞在 中 もウッ然 と日常つ き
ま とい,勉 強 は した ら しいが,精 神 的 にのびの びとあれ これ眺 めわたす ところ
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まで は行 かなか ったの では なか ろ うか。 それ故 にかモ リス没後 間 もない英国 に
お いて,モ リス に関心 を払 った とい う記録 は見 当 らない。 しか し,ア ーサ ー物
語 をテーマ と した 「薤露行(か いろこ う)」など を後 年 あらわ してい る ところか
ら見て,同 じよ うな中世騎士 の物 語 にフ ァ ンタジ ィを見出 したモ リスは じめラ
フ ァエ ル前派 の画家た ちを知 らぬ はず が ない。調べ てみ るとやは り,「カー ライ
ル博物 館」 でロゼ ッテ ィの 旧邸 を訪 れた り,「草枕 」 で ミレーの描 いた オフ ェ リ
リヤの面影 を想像 した り,「野分」 でホ ルマ ン ・ハ ン トの画 を見 る方が いい とい
って見た り,ま た ヌーボー式 の書棚 に洋書 が並 んでい るとい った記述 な どが あ
る≧ ころからみ て,そ れな りに無 関心 では なかった ようで ある。 だがモ リス に
関 しては,漱 石 が東京帝 大 でお こなった文学 論講義 のほ とん ど終 りの方 で"ロ
ゼ ッテ ィ,,モリス,バ ー ンジ ョー ンズの徒。 と一言触 れてい るにす ぎない。漱
石 にとって これ らの人間た ちは当時の生 々 しい同世代 の現 代 に近 い存 在 なので
あって,そ れ らよ りもも うひと時代 前の作家 た ちが問題 なので あった ろ う。
明治年間 はこの ように してモ リス に対 す る関心 はほ とん ど詩人,社 会主義 者
に終始 す るとみ て よか ろ う。明治26年(1893)に創刊 された英国 の美術 工芸 デ
ザ イ ンの総 合雑 誌TheStudioにはモ リス商会の デザ イ ンによるイ ンテ リアの
写真 な どが何回 も掲 載 され てい るし,当 然 これ らの雑誌 は わが国 に も舶来 され
た もの と想像 で きるが,こ のモ リス と,あ のモ リス とは同一 の人間 なの か どう
か,そ の判 断 もあいまいで あったので はなか ろ うか。
東京美術 学校 図案科建 築部 を卒 業 した富本憲吉 は明治42年(1909)英国へ私
費留学 し,明 治44年(1911)帰国 した。帰国後,雑 誌 「美術 新報」 にモ リス紹
介 の文章 を,そ の作 品写 真 とと もに載せ た。 これ がわが国 で初 め てモ リスの美
術 工芸 デザ インの分野 での活動 を具体 的 に紹介 した もの と思 われ る。 この美術
新報 とい う雑誌 は明治35年(1902)3月創刊。 当時パ リ万 国博 を視察 して帰 国
した東京美術 学校教授 の岩 村透 の指 導 によって東京 ・画報社 よ り刊行 された も
の であ る。 当時 と しては最高g印 刷技術 を駆使 して原色版 の別刷 り貼込 み のペ
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一ジ もあ り,判 型 も英 国の ステユデ ィオ誌 が約B5版 なの に対 し,こ ちらは約
A4版 でひ とまわ り大型で あ る。 内容 も美術工芸 か らときには建 築 にまで およ
ぶ。 た また ま富本 のモ リス紹介 記事のの った同 じ号 に,す で に本野精 吾 が 「獨
逸 に於 ける新美術」 と題 して,ペ ー ター ・べ一 レ ンスの建 築 な どを写 真入 りで
紹介 し,ヨ ゼ フ ・ホ フマ ンとウ ィー ン工房 の作 品 な どにも触 れてい るところか
ら,当 時最新 の情 報誌 であった といって も過 言で はない。富本 の記 事 は明治45
年(1912)第11巻4号(1月)と5号(2月)に 連載 された。25才の ときで あ
る。"サウスケ ンシ ン トン博 物館の裏 門 から這入 って二階 に上 った左側 の室 を通
って左 に廻 った室 が諸種 の図案 を列ぺ て ある処 と記憶 します。私 は其処 で初 め
てモ リスの製 作 した壁 紙の下 図 を見 ま した。… 。で始 まる文章は,あ たか も小
川未 明の童話 の語 り口 に似 て淡 々 と続 く。 モ リスの畧歴,ラ フ ァエ ル前派 の画
家 た ちとの交流,モ リス商会,ア ー ツア ン ドクラフツ運 動,ケ ルムス コ ッ トプ
レス な ど,ほ ぼモ リスの美術 工芸 デザ イ ンの活動領域 を簡明 に述べ ると共 に,
タピス リー,壁 紙 ステ ン ドグラス,書 物 のペー ジな ど平面的 な作 品の写真 を
入 れてい る。家具や室 内装備 などが抜 けてい るとい えば い えるが,記 事 中 にそ
れ らの説 明 があ り,と にか くこの よ うに具体 的 な紹介 は,た だ単 なる紹介 とい
うよ りも富 本の所感 を随 所 にま じえつら,そ れまで に無 かったモ リスの業績 へ
の オマー ジュとなった。
ここで雑 誌 「美術新報 」の発刊 に力 をつ く した岩 村透 に触 れて お きたい。岩
村 は明治3年(1870)生 。明治21年(1888)アメ リカに渡航 の ちフ ランス に渡
り,パ リの アカデ ミー ジュ リア ンで画業 を学 び,明 治25年(1892)帰国。明治
31年(1898)より東京 美術 学校 講師 を経 て,同35年(1902)教授 。 その間渡航数
回。東京美術学校 で は専 ら西洋美 術史 の講義 を受 け痔 ぢつつ,当 時 の美術 界 に
おいて指導 的な活躍 をした人で ある。 大正6年(1917)没 。48才。現在 では美
術 新報 その他 を中心 に活躍 した岩 村 の業績 は ほとん ど知 る人が少 な くなってい
るが,彼 が晩年 に発表 した 「ウィ リアム ・モ リス と趣 味的社会 主義」(大正4年
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・1915)はモ リスの社会主 義的思想 と行動 を美術 的 な基盤 で とらえよ うと した
ものであ る。「彼(モ リス)の 考 えは"倫 理 の ための美 術"で もな く,い わゆる
"人生 のための美術"で あ って,彼 の社 会主羮 は この理想の実行 か ら湧 き出 し
た のであ る…」 そのほか,岩 村 が思想的 にも傾倒 していた ジ ョン ・ラスキ ンに
つ いての未完 の文章,ま た彼 が画業 を学 んで いた当時のパ リの生態 を如 実 にと
らえた 「巴里 の美術学生」,その中 で もアー ルヌーヴオ に関す る文章 は,明 治中
期 の 日本 において最 も具体 的 かつ正確 な視野 を もって いた もので あろ う。 その
文末 に言ってい る。"…現在 の形 体 を具 えた るアール ・ヌー ヴ ォーは と うてい永
く欧州人 の好尚 を支配 す るもので な く,や は り一 時の流 行物 として早晩消滅 し
建 築字彙,装 飾 美術 史 にアール ・ヌー ヴォー の頭字 の下 に第19世紀末 よ り,第
20世紀 の初 め において一時流行 を極 めた一種 の模様 と して説明 さるるに止 まる
もの と信 ず る,,。
さて,冒 頭 に述べ た芥川龍之介 の モ リス研 究 は岩村 の あと を受 けて大正5年
(1916)に発表 されたので ある。
大正期 に入 るとモ リスの み な らず,そ の先達 ジ ョン ・ラスキ ンの研 究 が,あ
わせ て急激 に盛 ん となる。 その量は 明治期 とは比較 にならぬ ほ どで,前 期 の ピ
ー クが大正9年(1920),後期 の ピー クが大正14年(1925)である。・ラスキ ンの
主要着書 もほ とん どこの時期 に訳出 されてい る。 大正3年(1914)に は じま り
大正7年(1918)に終 った第一 次大戦 の戦後 において,新 た な社会構 造へ の摸
索 一 とい うよ りも,ロ シアのソ ビエ ト革 命 ・ワイマー ル共 和国の成立 な ど眼前
に展 開 された社 会の未来的様相 が当時 あが国の識者 た ちを根 底 か らゆ さぶ った
ので あろ う。マ ル クス,レ ーニ ン,ト ロ ッキー などの書物 にな らんでギ ル ド社
会 主義の研 究書 ・訳書 も伏せ字 の多 い印刷 で出版 されてい る。 この よ うな,・い
わゆ る危険 思想 すれすれの とこ ろにラスキ ンやモ リスの思 想 も存在 「し,ま た そ
れゆ えに当時,大 正 の知 識人 の間 にあっては,き わめてス リルに富 ん だ,そ し
て当然触 れ ざる を得 ない ・ また 語 ら ざ る を 得 な い領 域 であ った とお もわれ る。
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ここに当時 の知 識 人,ほ ぼ 一般 の考 え を描 いた かと想 われ る佐藤春夫 の小
説 「美 しい町」 をと り上 げてみよ う。「美 しい町」 は大正8年(1919)8月 よ り
12月まで雑 誌"改 造"に 断続連載 され,大 正9年(1920)刊 行 された。佐 藤28
才 の作 で ある。 あ らす じは,貧 乏画家で ある"私"が 旧友 から突 然手紙 を もら
う。 その旧友 はアメ リカ人 を父 とす る混血 の青年 で亡 父の遺 産 をもっ て帰 国 し
て来たので あ る。 そして,東 京の どこか に彼 の理 想 とす る"美 しい町"を つ く
ろ うと相談 をもちか ける。 画家の私,そ れに昔 パ リで建 築 を学 んだ静 かな老 人
が友人の投宿 す るホ テルの一室 を仕事場 として図 面 を引 き模型 までつ くる。 し
か し,最 後 にその友 人 の財 産は とて もその町 をつ くるほど多 くは なかった とわ
かる。 われわれは"美 しい町"の 夢 を具体 的 に描 いてみたのだった と,みな そ う
思 う。
この中で佐藤 は画家 の友人 が読 んでい る本 につ いて語 る。"それ はウィ リアム
・モ リスの 「何処 にも ない処 か らの便 り」 とい う本 で,そ れ を彼 はよほ ど好 き
だ った と見 える。 いつで も読 んでいた か ら。・すで に何 回 も登場 したモ リス晩年
の作品NewsfromNowhereのことで あ る。佐 藤 は これ を美 しい町 になぞ ら
えよ うとす る気 分が あった と思 うが,社 会制度 が ど うの と言 った ことには触 れ
ず,き わめて抒 情的 に表現 して行 く。"美しい町"に 住 ま う人の条件 につ いて,
商人 でな く,役 人で な く,軍 人で な く ・自身 の最 も好 きな職業 で身 を立 て ・自
分 た ちで選 び合 って夫婦 にな り,子 供 を持 ち ・町 の中で金銭 の取 引 をせず ・犬
か猫 か小鳥 を飼 う人,だ とす る。 けれ どもランプ をともす よ うな時代錯誤 の生
活 ではな く,近 代の技術 を充分 に活 用す ることにす る。 ここで友人の意 見 が述
べ られ る。"もし科 学 が完 全 に発達 した時 には,今 われ われが必要 とす るよ うな
大仕掛 け な電灯 会社 な どによ らず とも,一 軒 の家 に必要 なだ けの光 ぐらい は,'
… 自分 た ちの簡 易な機械 で灯す時 代 が来 るに ちがい ない。…人間 の生 活 が極致
に達 して合理的 な もの にな るため には,… 科学 も,そ れ 自身の方法 で,そ の極
致 の発達 を遂 げねばな らない。 … あらゆる機械 力は… よ く愛育 され飼 い馴 らさ
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れた馬や牛 が ・・人 を助 けるよ うに,そ うして人 々が愛情 をもってそれ に近 づ く
ことが出来 るよ うに…個人個人 の楽 しい好 きな手芸 を…機 敏 に手助 け をす る最
上 の道具 になる。その時期 こそ,またすべ ての機械 工業 が芸術 に高 め られ るため
に必 須 な一階梯 でで もある"
機械 ぎらい と喧 伝 され たモ リスへの後世 の反語 がここにあ るともい えよ う。
また,20世紀 初頭 の機械 をシ ンボ ルとす る近 代科 学 と技術へ の可能性 を下敷 き
とした合理 主義的 主張 も読み取 れ よ う。 いずれ にもせ よこの考 え方 は大正 中期
のあた らしい知識 人一般 の ものでは なかったで あろ うか。 と言 うよ りも,さ ら
に現 代 におい てなお この考 え方 は基 本的 にほ とんど変 らず,受 け継 がれ てい る
と見 てもよいの では なかろ うか。 と くに科学技術 の分野 にたず さわ る人 々に と
っては,こ の思想 が強固 な依 り処 とな ってい るはず である。 しか し,機 械 は合
目的 的 に人聞 によってデザ イ ンされた もの で あって,馬 や牛 とは根本的 に ちが
う。 無限 にそれは接近 し得 る可能性 は あって も,究 極的 には一致 し得 な いであ
ろ う。現 代の科 学 と技術 をもってすれ ばその差 一天然 と人工 の一 を縮 少 して行
くことは さ して困難 なことではない よ うに見 うけ られ,巨 大複 雑 な もの をコ ン
パ ク トにしシンプル にす るこ とも不可能 では なかろ う。現代 の技 術 の ある部分
は まさしくそれ を目標 に してい る。 そ してその メカニズム さえわか らぬ ほ ど内
部 において複 雑化 し外部 において縮 少単純化 された愛すべ き機械 類 は,人 間 の
手 の延長上 にあ る道具 と して の単純 さ を超 えて,生 体 としての人間 の生理 機能
の うちに喰い込 んで くるはず だ。 そして佐藤 の言 う"極 致 の発達"と は なにか。
それはすで にそこに内在 して いた矛盾 が顕現 す る状 況 をい うので はなか ろ うか。
大正13年(1924)モリス に関す る労 作 が出版 され た。加 田哲二著岩波 書店発
行 の 「ウヰ リアム ・モ リス」 であ る。 副題 に 「芸術 的社会思 想家 と しての生涯
と思想」 とあ る。"余がウヰ リアム ・モ リスに興 昧 を感 じ始 めたの は,今 か ら3
年前 の春,日 本の思想 界 にギ ル ド社会 主義 の潮流 が流 れ込 んで来 た ときであつ
た。… さうしてギ ル ド社会主義 が,其 の主唱者 の主張す る如 く,ロ バ ァ ト・オ
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一エ ンとウヰ リアム ・モ リスにその渊源 を発 してい るの を見 たのであ る。…"
この序 で わかるよ うに専 ら著 者は ラスキ ンか らモ リスに流 れ る中世 ギ ル ドにの
っ とった社会主義思 想の展 開 と活動 に焦点 をしぼ り,1880年代 の英国社会主義
にも言 を及 ぼ してい る。 モ リスの生涯 として当然 その詩 作 ・美術 工芸活動 にも
触 れて はい るが,こ れ らは それ ぞれ専 門の識 者 にまかす と してあ る。 しか し加
田の著作 が類 書 に抜 きん出て いるのは,基 本 とな る文献 をしっか り読 み込 んだ
上 での著述 だ か らであ り,現 在 で もこの書物 はモ リス研究上 の重要 な ものの ひ
とつ で あろ う。
昭和初期 に入 ってモ リス研究 はひ と息つ いた とい うかた ちになった。美術工
芸 デザ イ ンの分野 では アー ルヌー ヴ ォの時代 が過 ぎ,現 代で い うアー ルデコの
時 代 に入 り,バ ウハウ ス(1919～1933・大正8年 ～昭和8年)の 中期 を シンボ
リックな頂点 とす る機 械生 産 ・大量生産指 向の風潮 となっていた。 いか にグロ
ピウスがその設立の理念 に おいてラスキ ン,モ リスの思想 を展 開拡張 した もの
だ と言 った に して も,す で にバ ウハ ウス はその意途 とは ややか けはなれた方向
に進 んでいた か らでも あ り,ま た,モ リス らが機械 を積極的 には肯定 しなかっ
た とい う部 分 が半 ば伝 説化 して拡 大 され,す でに時代 はモ リスで もあ るまい と
いった一般の風潮 にな りつ つあ った か らで もあろ うか。建 築の流行 か らみて も,
いわゆ る装飾 な るもの を全 く脱 ぎ捨 て去 って近 代の素材 と構 造 にその未 来 を見
出 そ うとした国際 主義 建築 と,中 世 のフ ァンタジ ィを当時 に具象化 させ ようと
した レッ ドハ ウス とで は,あ ま りに も表 現上の相 異 が あ りす ぎるので あ る。 し
た がって昭和初期 におけ る日本 のモ リス研究一 とくに美 術工芸 デザ イ ン分野で
の研究 は,変 転 のはげ しい ヨーロッパ 文化 の諸様相 を精一 杯吸収 しよ うとして い
た当時 におい て,そ の変転 過程 での一個 の ピー クに しかす ぎず,山 頂 に立て ば
さらに次 々と別 の ピー クが望 み見 られ,応 接 にい とまの ない情況 では なかった
か。 事 を流行 ととらえ,新 傾 向 とと らえる一般 的風潮 の中で は感覚 的 に古 い新
しい が叫 ばれるの みで,内在 す るものの領域 に降 り立 ち,か た くなにそれを見つめ
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ることは難 か しい。当時 ヨーロ ッパ にお いて は1936(昭和11年)N・ ペ ヴスナ
ーが 「近代運動 の先駆 者 た ち」 をあらわ し,近 代 デザ イ ンの根 源的 な位 置 にモ
リス を据 え直 そ うと していたので あった が,日 本 で この著作 が訳出 されたの は
第二 次大戦後の 昭和32年(1957)になってか らであった。
しか し,柳 宗悦 は その昭和初期 においてモ リス についての独 自の見解 を述 べ
た諸 論文 を発表 した。昭和2年(1927)4月 か ら昭和3年1月 にか けて雑 誌 「
大調和」 に連載 した 「工芸の道」 と題 す る論文 がそれで ある。"私の学 び得 た範
囲では,工 芸の 問題 に関 しては,ギ ル ド社 会主義 が経 済的 に最 も妥 当的 な学 説
であ ると考 え られ る"と しつつ"ギ ル ド社会 主義 は屡 々中世 主義 と呼ば れ る。
併 しそれは復古主義 を意味す るので はな く,中 世紀 に最 も新 しい形 の社会主 義
を見出 して いるので ある。"として その思想的 バ ックボー ンにラスキ ンをあげ,
実践 家 としての モ リス をあげる。柳 がこのよ うにラスキ ン,モ リス に注 目す る
よ うに なった ひ とつの契機 は,昭 和2年(1927)2月 に新潮 社 か ら発 行 された
大熊信行著 「社会思想家 と しての ラス キ ンとモ リス」 によ るものだ と自 ら記 し
てい るが,そ うな ると同 じ昭和2年2月 に 「工芸 の道」 の初稿 をお こ した柳 と
全 く同時 といってよい。柳 と して もそれ以前 にラスキ ンやモ リス を知 らぬはず
はなかったで あろ うが,大 熊の好著 が その後 の柳 の思想 に強 く作用 した であろ
うこ とは,彼 が モ リス よ りもむ しろラスキ ンの思想的存在 を大 きく評価 したこ
とによって もわ か る。柳 にとってのモ リスはあ くまで もラスキ ンの プ ラクテ ィ
カルな分身 であ り,そ してモ リス自身 がモ ノ を創 る人間 であっ たところ か ら当
然,そ のモ ノと しての成 果 に注 目す るところ とな り,こ こに柳 自身 のモ ノに対
す る立場 と,モ リスのモ ノとの間 に,現 実的 な比評 と さらには柳 自身 の保 持す
るTasteとがぶつ か り合 うことになって来 るこ とは避 けよ うの ない事実 となる
ので ある。"少くとも私の知 る範 囲 において彼(モ リス)の 工芸 品は餘 りにラフ
ァエ ル前派 の絵 画的束縛 を出てい ない。彼 の作 が かくも純 美術 に近 づ くに及 ん
で,益 々工芸 を離 れ たといふ ζとが出 来 る。""…私は彼の作 に満 足す る ことが
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出来ぬ。… さう して彼 は工芸 自体 が,美 術 化 された工芸 よ りさらに美 しい こと
を解す るこ とな くして終 った。私 は彼 め示 した作 と,彼 の協 団的理 想 との間 に
大 きな逕庭 を感 じる"柳 は一個 人 の名 を冠 す る工芸 品 よ りも,名 も無 き工人 が
無心 に作 ったモ ノをは るか に高 く評価 す る。"あんな に中世紀 の こ とをよ く知 っ
ていたモ リスは,幾 つ かの綴織 を作 ったが,ゴ シックの タペ ス トリーの前 に出
て何 の顔 色 があったろ うか。 てんで桁 が違 うと さへ 思へ るほ どであ る。モ リス
の偉 大は寧 ろ理解 にあ るので あって,作 品 にあ るので はない。"
柳 は決 してモ リス を軽 ん じてい るの ではない。た ・"その作品 に辛辣 な比評 を
下すので ある。 しか し,柳 宗悦 がモ リス と同 じく,モ ノを創 る人間で あった と
した ら果 して どうで あろ うか。柳 は一体 どのよ うなもの を自己のモ ノと して創
造 した か。 いわゆ る"民 芸品"と して彼 の選 んだ美的基準 に合致 す る様 々のモ
ノを見 る とき,柳 がモ リスに対 して下 した評価 とは異 質の もの なが ら,私 もそ
こに きわ めて限定 された"美 なるもの"を 見出 さざるを得 ないの であ る。工芸
の道の増補 「概 要」 において柳 は"… 機械 製品 に も特殊 な美 が あるこ とを否定
す るこ とはで きない。 だが今 日まで機械 製品で手工 品の美 を越 え得 た ものは一
つ もない。 今の ままな ら今後 もその望 み は甚 だ薄 い。"といい"道 具 も一 つの機
械 で あ るか ら,手 工 と雖 も機械 を離 れては不可能 であ る。否,手 それ自身 が 一
つ の機械 とも云 へよ う。(傍点筆者)"手"そ の もの を"機 械"だ と言い切 って
しまってい る柳 は,強 引 に手 イコー ル天然の機械 とい う論 を展 開 する。 そ して
これはモ リスも同様 で あるが"資 本主義す なわ ち機械 によ る量産"と い うパ タ
ー ンをもって論 をすすめ る。 モ リス在世 の当時,こ のパ ター ンは正 しい といえ
たか も知 れない。 しか し社会主義 革命 を成 し遂 げた ソ ビエ トにおいて も,切 実
な実現 目標 は"機 械 による量産"で はなかった か。機械 製品 に も特殊 の美 があ
ると した柳 の本 旨は,あ くまで も工人 の手 その ものに よる"手 造 り"で あって
この主 旨が現 在の"民 芸"に その ままのかた ちで墨守 され てい るのだ。手 を機
械 と同列 にな らべて しま うのは詭辨以外 の何物 で もな い。
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さて,昭 和9年(1934)モ リス生誕 百年記念 と して 厂モ リス記念論集」 が編
まれたことは先記 した通 りである。 そしてこの時期 よりの ち昭和10年代 におい ては
単 行本 もほ とん ど見当 らぬ とい って もよかろ う。 日本 は戦時 に入 ったの で ある。
私 の知 る限 りに おいて,昭 和12年(1937)白石博 三が京大 の卒 論 にモ リス をと
り上 げの ち,戦 中か ら戦後 にいた るまでその情況 はほ とん ど不明 であ る。
だが昭和13年(1938)6月,森 戸辰 男 が岩波書 店 から 「オウエ ン ・モ リス」
を出版 した。オ ウエ ン,モ リス と並べ るといわゆ る空 想的社会主義 と呼 ばれ て
いるひ とつの系 列 となるが,こ の書物 で森戸 は"二 人の教 育家"と して とらえ
よ うとしてい る点 が今 まで に無 い もので ある。時 局 をはば か り,あ えて教育家
列伝的名 目の もとに二人 の思 想家 を記述 しよ うと努めたか と も想像 され る。"教
育史上 にモ リス が何 らかの地位 を許 され るとす れば,さ しあた りまず,芸 術 教
育家及 び芸術教 育思想家 と しての彼 の資格 に即 してで ある。"この森戸の教 育家
モ リス とい うダイ トルは,そ の後,戦 後 になって明治図書出版 が創 業60年記念
として刊行 した 「世 界教育選 集」 中 の 「ラスキ ン」昭 和44年(1962)や「モ リ
ス」昭和46年(1971)などに引継 がれ るもの であ ろ う。モ リスは もちろん教職
にっいた ことは なかったが,よ り以上 に巾 ひろ く"民 衆の ための芸術教育"と
い う啓蒙 活動 をたえず行 ってい たこ とは誰 も知 る通 りである。 彼の後輩 た ちに
よ るアー ツアン ドクラフツ運 動 において も,一 方 に旺盛 な作品 の製作活動 があ
る と同時 に,モ リスの意志 を色 濃 く受 け たア シュー ビ,マ クマー ド,レ サ ビー
た ちによ る英国 イ ンダス トリア ルアー ト(※ 現在 で い う工 業デザ イ ンの内容 と
はやや異 な る)の ための活揆 な教育 活動 が存在 したの であった。 この よ うな点
か ら見 て,モ リス らの美 術 工 芸 デザ イ ンの 教 育 とで もい え る ものは,単 に
学校 で カリキ ュラム化 して満 足 して しまえる もので はな く,よ り実践的 に工場
へ入 って現場 の職人 た ちと共 にす る作業 な どが採 用 されない かぎ り,名 目だけ
に終 って しま うおそれが ある。20世紀 に入 って,レ サ ビーた ちを口惜 しが らせ
たバ ウハウ スの実践 活動 など信 ま さし く,そ の初 期 において英 国 で播 いた種子
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が ドイ ツその他 ヨー ロ ッパ大陸 諸国 で芽生 えたもの とい えるで あろ う。
昭和10年代の戦時下 においてのモ リス研究 が,ど の よ うなもので あったかは
未 だ具 体的 な資料 に乏 しい。英 文学の分野 あ るいは書物装 幀,印 刷史 な どの分
野 にあってそこば くの研究 がな され ていたか と推察 され る。 た とえば昭和18年
(1943)鮎書房 出版 の 「西洋 印刷 文化史」J・C・ オ ズワル ド著 ・玉城肇 訳 な
どには私家版 印刷 所 の章 に当然 なが らモ リスの業績 が あがってい る。 また,書
物 デザ イナ ー として のモ リスを,あ の絢爛 と した"チ ョーサー物語"の 豪華 本
な どを例 に引 きつつ,い わゆるブ ックマ ニア的 な眼 か ら眺 め たものは大 な り小
な りあ ったはず で,こ れは戦後 も最 近 になっての ア ンテ ィクブーム にも多少影
響 され てか,世 界最 美の書物 な どとい うタイ トルの も とにその価格 もそえて,し
ば しば書物関係 の本 に登場 す る。い わば またひ とつ の系列 とで もい え るもので
あろ う。
デザ インとい うコ トバが,ほ ぼ 日本語化 して定着 したのは戦後 にな って か ら
であ る。 それ も1950年代 になってか らであろ う。 た と えば昭和29年(1954)ダ
ヴ ィッ ド社 か ら刊行 された 「デザ イ ン大系」,昭和30年(1955)美術 出版社 か ら
創 刊の雑誌 「リビングデザ イン」 などその例 で あろ うが,昭 和26年(1951)か
ら公募展 をは じめた 日本宣伝 美術会(日 宣美)も その初 期 において,少 くとも
関西在住 の創 立 メンバ ーた ちの 口か らは,あ ま りデザ イ ンとい うコ トバ を聞 く
ことがな かった。大正期 か ら戦前期 に用 い られていた"商 業美術"と い うコ ト
バ が その まま使用 され てい たよ うに記憶す る。 また一般 にはや は り"図 案"と
言 った方 がわか りが早 かったので ある。 もちろん"デ ザ イ ン"と い うカ タカナ
用語 は戦前戦 中 ない わけでは なかった。 しかしそれは専 ら服飾 関係者の 間の用
語 で,巾 ひろ くモ ノを設計 し,製 作 す る過程 での計 画行為 を示 す もの と しての
使用例 は,外 国 か らの帰 国者 た ちがた まに用 い活字 化 されて,た また ま眼 に触'
れる ことがあったにす ぎない。
-21一
昭和29年(1954)近代建築 家 と題 しての シリー ズが彰国社 か ら刊行 され,こ
の個 人別建築家 た ちの一冊 として 「ウ ィ リアム ・モ リス」 白石博 三著 が出版 さ
れた。モ リスが それまで の美術 工芸家 とい うタイ トルから,戦 後 ,よ うや く近
代建 築史 ・デザ イ ン史の なかで とらえ直 され て来 た例 で ある。 また,出 版 され
ては いないが当時各大学 の建築科 ・図案科(の ちのデザ イ ン科)で は,こ の線
に沿 った講義 が なされて いたはずで あ る。 その 中でモ リスが どのよ うに とらえ
られて いた かは,そ れぞれにニ ュア ンスが あるであろ うが,た とえば,京 都市
立美 術大学図案科(現 芸 大 デザ イン科)教 授 上野伊三郎 の 「近代建 築工芸 史」
に おいては"… 工芸 美術 家 と して彼(モ リス)は 当時建 築界や その後の建 築発
展 の上 に与 えた強 さも大 きかったの でRuskinと同様 に当時 の建築 界 を考 える
上 には忘 れ るこ との出来 ない人で ある"と して以下 モ リスの業績 を評価 してい
る。
昭 和30年創刊 の雑誌 「リビ ングデザ イ ン」 にその初号 か ら一 ケ年,勝 見勝 が
「デザ イン運 動 の百 年」 と題 して執筆 し,こ の中 で彼 もデザ イ ン史 か らモ リス.
をとらえた。(これはの ち昭和40年 「現代 デザ イ ン入門 ・SD選 書」 として鹿 島
研究 所出版 か ら出版 された)そ して昭和32年(1957)ニコ ラス ・ペ ヴ スナーの
"近代運 動の先駆者 た ち"が 邦題 「モ ダ ンデザ イ ンの展 開
」 白石博 三訳 と して
みすず書房 から出版 された。先記 した よ うに この本 は,昭 和11年(1936)原書
が出たので あるが,20年間の ブラ ンクをおいて邦訳 された もので,こ れ によっ
て近 代デザ イン史 のパー スペ クテ ィー ヴのなか に,そ の根源的 存在 としての モ
リスがす え直 されている とい うこ とが,当 時 デザ イ ンの領域 に進 出 しよ うと し
て いる若者 た ちに明瞭 になって きたので あった。
ただこの書物 はバ ウハ ウスの成立時期 までで終 って お り,モ リスの延 長線L
にグロピウスのバ ウハ ウス を置い たこ とで は充 分納 得の で きる内容 であ るが,
その後の現代 デザ イ ンには触 れて お らず,そ れ以 後 の問題 につい てはペ ヴスナ
ーの後著 を待 つ こ とにな る。 .
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昭和30年代(1955～)か ら40年代(1965～)にかけての 日本 は近 代産業の充
実期 ・展 開期 であ り,当 然 デザ イ ンとい うコ トバ がそ こに現実的 な相 貌 を帯 び
て定 着 した。 しか し,モ リスの存在 はた しか に近代 デザ イ ≧の ソー スとな り得
る もので はあって も,そ れに続 くバ ウハ ウス グループの成果 の前 には古色蒼 然
のお もむ きがあ り,近 代 イ ンダス トリア リズ ムの前 にお いては,彼 の機械 ぎら
いが よ り以上 に喧伝 されて,む しろ反 動的 なデ ィレッタ ン ト,セ ンチ メ ンタル
な中世主義 者,手 工芸愛好家 とす らい える評価 を当時 の イ ンダス トリアルデザ
イナ ーた ちか ら受 けたので あった。 ここで私 はモ リスの機械 ぎらいを擁護 す る
つ も りはない。 このモ リスの資質 は 多分 に彼の本 来的 なもの なので あろ うから。
た だ し,彼 の作品NewsfromNowhereを読 んでみ よ う。
"… 公平 にいって,19世紀 の最 大の功績は,発 明 と技量 と忍 耐 との驚 異で あ
る機械類 の製造 で した。 しかもそれ が,価 値 もない まにあ わせの品 を無 限 に生
産するのに使 われたのです。…商品は使 うためでなく売 るためにつ くられるのだ とい
うのが,当 時流行 の冗 談で した。 … われわれはい まは,わ れ われがな にが入用
か を知 って いますので,も はや入用以外 の ものはつ くらな いの です。 …手 です
るのが退屈 な仕事 はい っ さい,非 常 に改善 された機械 でお こなわれ ます。 また
手 でや るこ とが楽 しい仕事 はい っ さい,機 械 を使 わず におこなわれ ます"(ユー
トピアだよ り ・五島茂 ・飯塚 一郎 訳)
は げ しい社 会革命 を経 て誕 生 した未 来の社会で,そ の町 の長 老の語 るこ とば
で ある。楽 しい手仕 事 か らはい っ さい機械 を排 除す るなど とい うことばは,"手
それ 自身 が一 つの機械"と 言 って論点 をぼや か した柳宗悦 よ りも,い っそい さ
ぎよ く徹底 して いるといって よいだろ う。非常 に改善 された機械 でモ リスは現
代,案 外非 常 に安全 な自動 車 をつ くろ うと楽 しむので はなか ろ うか。彼 の本旨
は,役 に立 つ優 れたもの を優 秀 な加 工技 術 を駆使 して,な っ と くの い く美 しさ
に造 り上 げ,そ の喜 び を他 人 にも分 ちたいのだ。彼 の機械 論は,機 械 によって
当時生産 されていたいい加減 な もの に対す る憤懣 から発 した もの ともい えるの
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であ る。
昭和40年代(1965～)の後半 か ら昭和50年代(1975～)にかけて,再 びモ リ
スの訳書,研 究 論文な どは増 えて きてい る。訳書 の中では,明 治 ・大正期 に引
き続 きNewsfromNowhereが 「ユ ー トピアだよ り」 と新 たな邦題 を冠 して,
昭和28年岩 波文庫 ・松村達雄訳,昭 和46年(1971)中央 公論社 ・世 界の 名著41
「ラスキ ン ・モ リス」 五島茂編 の2冊 あ り,と もに平 明 な文 章 で従来 の固苦
しさを脱 してい る。特 に 「ラスキ ン ・モ リス」 は題 の如 く両 人 を相 互の関係 の
もとにと らえ,巻 末の年譜 も二 人併記 して あって便利 で ある。
昭和48年(1973)未来社 か ら出版 された 「ジ ョンボー ルの夢」 生地 竹郎 訳は,
モ リスの 「ユ ー トピアだ よ り」 に先行 す る一 といって も一方 が未 来社会へ の旅
で あるの に対 し,こ れは14世紀 中世 の農 民一揆 の現場 への旅行 で あるが,い ず
れ に しても彼 の理 想 とす る中世世 界 をイメー ジ した点 において共 通す る もので,
表 裏一体,と もにモ リスの生 々 しい イマ ジネー ションを探 るため に貴重 で ある。
(※ジ ョンボー ルの夢 ・1888)また この本 には,「 王 様の教 訓(1886)」「余は
い かに して社会 主義者 とな りしか(1894)」の2篇 も収録 されてい る。 この よ う
にモ リスの文章 その もの が抄 訳 と してで はな く,訳 出 されて きた ことは,紹 介
者 の眼 を借 りず に読者 自身 の観 点 を形 成 し得 る上 か らも貴重 とい わねば ならな
い。今後 さらに,モ リスの英 文長詩 が続 々 と訳 出 され るこ とが望 まれ る。彼の
の詩作 は今 まで,そ の ほ とん どが英 文学分野 での研究対象 で しか なかった き ら
い がある。 中世 吟遊 詩人の 面影 を とどめ る彼 の"ロ マ ンス"の 世 界 が,そ の社
会主義思想,そ れ にデザ イ ンの行為 とどの よ うにない混ぜ になっ てい るの か,
これは今後 のモ リス研究 の大 きなテーマ となろ う。
昭和48年(1973)中公新 書の 「ウ ィリアム ・モ リス」小野二郎 著 が出版 され
た。小型の新書 版 なが ら,今 までそれ ぞれの専 門 を通 じてな され ていた研究 で
は な く,モ リスー個の全人 的存在 の中 に彼 の生 きざまを見つめ よ うとす るもの
で,少 くとも今 までの よ うな部 分紹介 の寄 せ集 め的内容 では ない。副題 にもあ
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るよ うに"ラ デ ィカ1レ・デザ イ ンの思 想"と 謳 って,ま た菩者rl身あ とが きに
記 したご とく"モ リス研究 家 ではな くモ リスi三義 者"と しての 疏場 を蘭 萌 に し
よ うと した点,ユ ニー クな菩作 であ ろ う0
モ ノを創 りなが らもの を考え,か つ それ を具体的 なひとつの文 章に まで まと
め}:げて行 くi1は,本 人 それ を自覚 す ると否 とにか かわ らず,真 摯な もので
あ ればあ るだけ,身 をけず るよ うな背 水の行 為であ る。"思想 と作品 との1}5の逕
庭"あ りと した柳宗悦型 の批判 をこ うむるこ とは覚悟 しなければ な らない。眩
惑 させ られ るよ うな装飾 と挿絵 に満 ちた ケルム スコ ッ ト版 の 「チ ョーサー物 語」
ケルムスコット版 ・チョーサー物語(1896)
の ペー ジを繰 るとき,書 物 としての読 みやす さを唱 えたモ リスの理 論は どこへ
行 ったの か と疑 いた くもな る。 チ ョーサー タイプや トロ イタ イフの活字 に果 し
て どれだ けの可読性 があったの かと も思 われ る。だ が ここで,モ リスは1皮自身
の理 論の枠 を自 ら踏 み越 え ざるを得 ない"モ ノ"その ものへの創造 行為 に燃 え ヒ
って しまったので あろ う。夢 中で お こな った作 業の 果てに誕生 した もの がこの
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よ うなものであ ったと言 えるで あろ うか。
デザ イ ンとい う作業は常 に作者 のイマ ジネー シ ョンと,仮 借 ない現実 の条件 と
との間 に生 ず る行為で あ る。 そ して その大小 を問 わず,自 己の創造 で あるもの
は,他 へ の提供 によっては じめ て眼 の あた りの もの となる。 モ リスが額 椽 に入
った タブローの画家 になって しまわ なかったの も,ひ とつ には 自己と周 囲 との
せめ ぎ合 いのは ざまに,常 に生身 をさら してい ることへの,ど ちらか といえば
やや 自虐的 な立 場 を自身 たの しんで いたの ではない かと さえ想 えるの だ。 その
立場 に在 って彼 は彼の"夢"を 見 るの で ある。
近代産 業の進 展 につ れてデザ イ ンの思想 は巨視 的 なもの に拡 大 し,大 量 の数
値埠埀が目標とな・々・
、地趾 に引か札て行・計醐 現実の巾气1:劉 モよ
・畔 裂かれ変貌して行く燗 の孅 を直接的肉体的に知ること鑽 酔 く
艶 で きた・プ ラ ンニ ングで あ り・ システムで聯 の はす べて ・の一与堕 ち
立 て られよ うとした。 それはデザ イナー 粧 テ クノクで シマの中 にど?込 まれ,
みず ふ ら"MASS"を 左右 で きる とい う錯 覚 にお ち入 った と,きか らであ る。 こ
の さいあ えて極 言す るな らば,バ ウハ ウスは,こ のマ スを標傍 し,か た わ らに
大衆 とい うコ トバ を抱 え,イ ンターナ シ ョナ ルな構 造 を設定 しよ うと した と き
か ら,現 代へ の希望 とは全 く うらは らに育 て上 げ られ て行 くもの を,そ の内部
に包蔵 して しまったの だ。 内部 にあ るものの部 分は いま大 きく拡 大 しつつ ある。
その拡 大の状況 は,か つて大正 時代 に青年佐藤春夫 が描 いて見せ た科 学 ・技術
の"極 致の発達"に つ なが りつつ あ る。 この極致 に到達 しよ うと しつ つあ るも
の に対 して人間は,一 方 では その発達 を享受 しよ うと努め るかた わ ら,底 知 れ
ぬ不安 を抱 くので ある。一 人の個 人 の うちにこの矛盾 があ らわれ ると き,ふ た
たび ウィ リアム ・モ リスの生 きざまが,た ん なる過去 の もの としてで はな く想
起 されて くるの だ。個 が踏 みこた え ることによって,個 の周辺 は少 くとも変化
す る。 そ して個 の作業は個 に終 始 しよ うと してもで きるものでは ない。拡 大整
備 され よ うとす る産 業の構 造 は個 人,ひ とりひと りの内部の変革 にと もな って
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除 々にではあ るが変貌 を余儀 な くされて行 くで あ ろ う。 モ リスの指 した 中世
は彼個 人 にとって懐 か しい中世 であ った かも知 れな い。 しか し現代 の われわれ
にとって彼 の中世 はひ とつの シ ンボ ルとなる。 モ リスのユ ー トピアは,近 代 イ
ンダス トリア リズムの思想 を飛 び こえて,一 據 に中世指向 の理想郷 を展 開 した
とい う批判 が ある。 しか しモ リスの本性 は時空 間の連続的 な階梯 を越 えてこ こ
に,巨 大 なVisionaryとしての特 質 を明 らかに して くるのだ。
昭和50年代一 とい うよ り20世紀末 に近 づ きつつ あ る日本の モ リス評価 が,そ
れ以 前 と質的 な ちがい を見 せて きた こ とをい ま一度 まとめ てみよ う。
ひ とつ は,モ リスが美術 工芸 とい う分野 で と らえ られず,デ ザ イ ン建 築の分
野 に おいてと らえ直 されて きた こと。最 近 においては,む しろバ ウハ ウ スの発
展 とその悲劇的 な崩壊 のの ちを指す もの と しての彼 の存在 が認 識 されよ うと し
てい るこ と。 これは ひ とりわが国 だけの問題 に限定 で きないで あろ う。
つ ぎに彼 の資質の本源 ともい え る"内 在す る詩 の世界"が,い まに復活 しよ
うと してい るファ ンタ ジイ そ してロマ ンスの世 界で語 られよ うと してい るこ と。
これ は初期 の 「地 上の楽園 ・TheEarthlyParadise」(1868)から,後 期の
「輝 く平原 の物語 ・TheStoryoftheGlitteringPlain」(1890)世界の 彼 方 の
森 ・TheWoodbeyondtheWorld(1894)「世 の果て の泉 ・TheWellat
theWorld'sEnd」(1896)「裂 けゆ く流 れ ・TheSunderingFlood」(1897)
その他 ア イスラ ン ドの英雄 物語 な どに続 く系列 の中 に,モ リス をロマ ンテ ィク
なフ ァンテ ジス トとす る観 方 が生 まれつつ ある よ うに思 える。彼 の創 作活動 の
大 きな部 分 を占めるこれ らロマ ンスの訳出 はまだ わが国 では不足 してい る。 し
か し,こ れ らの物語群 の一 環 に彼 の 「ユ ー トピアだ よ り」 を置 いて,単 純 に,
空想的未 来物 語 と位置 づけ て しま うと,彼 の社 会活動 の きび しさを糖 衣 に ぐる
み込 んで しま うおそれ があろ う。だ が別 の面か らみ れば;モ リスの現 実的 活動
の本 元 には,世 の果ての清 い泉 を求め てや まぬ騎 士 の面影 が常 に彷彿す るとも
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い えるのではな かろ うか。
そ して社会主義 者 と してのモ リスは再度,彼 の個 の存在 か ら湧 出す る理 想郷
構 築の思想 をもとに して と らえ られね ばな らぬ で あろ う。
そ して最後 に,モ リスの資 質が,外 部世 界一宇宙へ 限 りな く拡 大 して行 く人
間の指 向 と ともに,人 間 の うちな る領域 一 ミクロコスモスの果 て しない探査 にの
りだ したサ イエ ンス ・フ ィクシ ョン=SFの 分野 において も問題 にされて きて
い るこ と。 た とえば1977(S52)ロン ドンで発行 された 「TheVisualEncy-
clopediaofScienceFiction」を見 よ う。
その03.011NTERFACEでは,ス イフ トの 「ガ リバー旅行記」,サミュエ ル
・バ トラー の 「エ レホ ン」,オル ダス ・ハ ックス レーの 「猿 と実 在」 そ してオー
ウ ェルの 厂1984」な ど,デ ィス トピア(悲 劇 的社会 とで も訳す か)な どの系列
に対 して,カ ンパ ネルラの 厂太陽 の都」,モリスの 「ユ ー トピアだ より」 な どが
と りあげ られて いる。SFが その底 辺 をパルプマ ガ ジンや コ ミックスと しつつ,
それ らか ら生育 して きた よ り思想 的 さらにい えば哲学的 な表現,そ して そこ に
あ らわ された理 想社 会 ・未来社会 への アプローチ が将 来,SFの 分野 の重要 な
基盤 と して,当 然問題 にされて くるので ある。 か くしてモ リスの存 在は,次 の
世 代 にや さ しい郷愁 をす ら抱 かせっっ,案 外素直 に受 け入れ られて行 くので は
な かろ うか。 ただ し,こ の人 間的 なや さしさの基 盤 には,現 代整備 されつつ あ
る管理 社会機構 へ の強 い抵抗 が なけ れば なる まい。 そのため には,自 己の内 な
る世 界 に,明 確 な,外 部 世界 に拮 抗 し得 るだけの構 造 を創 造 しなければ な らな
いであ ろ う。 それは,理 論 と創作 の同時実践 に よって構築 され て くる個 の世 界
を最少 の単位 とす るもの であろ う。
そ してモ リスの"世 界"は,デ ザ イ ンの分野 におい てのみ な らず,ロ ックや
SFな どと混交 しつ つ,あ らゆ る媒体 への価値観 が同時同空 間 に共存 す る世 界
と して,ま ずお のおのの個 人 の うちに,ま た その外周 に,想 像 を超 えた綜 合 の
宇宙 と して再 生 して くるので はなか ろ うか。 そ して これは,日 本 とい うテ リ ト
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リー をこえて,次 なる世 界へ の規模 に拡 大 して行 くで あろ う。
後記 ・この原稿 を書いている最中に世 界クラフト会議(WCC・1978.9.11→15)が開催
され,私 もそれに加 わり各種の仕事 に従事す ることになった。何回かのセッションに
参加 し,司 会 な ども行 った。世 界各国 か らの クラフ トマ ンた ちの発言 や作 品 を
前 に して,手 仕 事 と機械 作 業 との間 にあ る問題 は,19世紀末 のモ リスの時代以
降,根 本的解 決 がなされてい ない こ とを深 く感 じた。 ここでWCCに こまか く
触 れ る紙面 は ないが,た ぶん"人 工"と"機 械生産"と の問題 は将来 にわたっ
て その情況 に応 じなが ら常 に問 い続 け られ,相 互 間の"調 和"と い うもの をど
こに見出 して行 くべ きか,そ の位置 に対 す る相 互ρ認識 が,あ るヤ、は ひ とつの
"解決"と でも呼 ばれ るもの になって行 くか とお もわれ る。
1978.Sept.15.(ひらた ・よ りかず)
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